
































































1982 年 1 月に現在の事務所の前身となる行本税理士事務所を開設した。 
また、1987 年に設立した株式会社 YKプランニングではコンピュー タシステム、コ
ンピュー タソフトウェアの企画・開発・制作・販売・レンタル及び保守を行っている。
















































































































































































































　クラウド型会計ソフトの freee（フリー ）や MoneyForward
（マネーフォワード）はオープン化した API を駆使で
きるようになった賜物である。これにより、クラウド
型会計ソフトは金融機関の取り引きデータを自動的に
取り入れ、仕訳のパターンを準備することでクラウド
型会計ソフトでは預金データの入力は事実上不要と
なった。現在ではインストール型の弥生会計など多く
の会計ソフトでも実現している。会計ソフトのデータ
規格統一とまでは至ってはいないが、金融機関の取り
引きデータを利用する大きな仕組みが動き出した。
　このようにして、会計の世界にフィンテックが入り
込むことになった。
『財務維新』の開発8
　『財務維新』は弊社の商品の商標である。かねてより、
会計ソフトの規格の統一についてソリューションした
いと考えていた。弊社ではこれを、会計データの標準
化技術と呼んでいる。これについては、特許を申請し
た（特許第5010749号、特許5261643号）。
　この技術は、会計データの規格統一に関して中核的
技術となるために、他社でも多くの技術者が挑戦し
た。しかし、力わざで数ソフトの標準化に成功しても、
99％の会計ソフトに対応できたとは、現在のところ
耳にしていない。
　この技術により、筆者が悩んでいた問題も解決した。
つまり、エクセルとそのマクロを駆使して、経営計画
を策定する必要がなくなった。さらに、標準化した会
計データの税務監査も可能となった。
　もとより、会計データはすべて数字で成り立ってい
る。この点は、ルカ・パチオーリ以来変化していない。
変化しているのは、数値を生かした、加工データであ
る。筆者は、財務データは嘘をつかないと考えている。
たとえば、粉飾で棚卸資産を水増ししても、棚卸資産
の回転は変則的になる。しかも、脱税という逆もまた
真である。たとえ、個々の組織について差があるにせ
よ、変遷まで計算すると財務データは嘘をつかないと
確信する。まるで、頭隠して尻隠さずの状態である。
　この点が、明確になった。さらに、会計事務所の仕
事の在り方に一石を投じたと考える。冒頭に会計事務
所のビジネスモデルは、課税標準の算出がメインで
あった旨を述べた。このビジネスモデルを踏襲する限
り、会計事務所は過去計算の世界に埋没せざるを得な
い。憚ることなくいうならば、生産性の低い作業に埋
没することになる。
　似たような業種に、監査法人がある。監査法人では
仕訳テストという全部監査は完了したことになってい
るが、実際はそうではないらしい。これも、遠因とし
て会計ソフトのガラパゴス化があるような気がする。
このため、時間不足から多くの不祥事が発生している
と聞く。
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『bixid』へのステップアップ9
　『bixid』は『財務維新』をクラウド化したものと考
えられるが、必ずしもそうではない。『bixid』を開発
して気付いたことだが、『bixid』は『財務維新』のフィ
ンテック化と断言できることがわかった。なぜなら、
『bixid』でのデータ互換機能は活用範囲が無限大だか
らである。
　はじめに、企業が『bixid』にデータをアップロード
する。アップロードしたデータは『bixid』で様々な加
工をする。当初は、この加工したものを企業が活用す
ることを念頭においていたが、そこに留まらないこと
が判明した。『bixid』にある会計データは関係者が共
有できることが解った。関係者には、いろいろな教科
書に書かれているように、取引先、債権者（金融機関）
なども含まれる。
　たとえば、金融機関は自己査定時に融資先企業から
決算書を収集しているが、現状ではすべて紙ベースの
アナログとなっている。これをデジタルにデータ互換
することも『bixid』では可能となる。ほかにも、親会
社が子会社の決算書を収集する機能、関連会社の決算
書を収集する機能、M&A の決算データ開示機能、な
どが考えられる。これらの機能は『bixid』だからこそ
できることである。
　これらは、すべてクラウド空間でなされることに他
ならない。
まとめ10
　フィンテックとは Financial Technology（ファイナ
ンシャル　テクノロジー）の省略形だとは周知のとお
りである。ところが、クラウド型会計ソフトなどは、
すでにファイナンスのジャンルを超えようとしてい
る。また、『bixid』もしかりである。近未来のテクノ
ロジーは水平的かつ垂直的に融合が始まっている。
　たとえば、AI が人間社会にどのような影響を及ぼ
すのかさまざまな議論が行われている。しかしながら、
筆者は AI の時代にどのように対処するかが問題であ
り、AI が善か悪かといった議論は無意味だと思う。
　かつて手書きの帳簿の技術者が自分たちの仕事がな
くなるとして集団退職までして抵抗したことと、同じ
ような反応を示すとすれば、それはナンセンスとしか
いいようがない。すでに、フィンテックに対処する時
期が来ているにすぎないのである。それが、たとえ自
分の仕事を駆逐することになっても抵抗しようもな
い。また、抵抗するエネルギーは他で使うべきである。
